
別
表
第
一
備
考
１
_
の
表
中

「
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩

P
A
lk
y
lb
e
n
z
e
n
e
su
lp
h
o
n
a
te
s
P

」

を

「
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩

P（
分
岐
鎖
及

び
直
鎖
の
も
の
。）（
ア
ル
キ
ル
基
の
炭
素
数
が

1
1か

ら
1
3ま
で
の
も
の
及
び
そ
の
混
合
物
を
除
く
。）

A
lk
y
lb
e
n
z
e
n
e
su
lp
h
o
n
a
te
s,

b
ra
n
c
h
e
d
a
n
d
st-

ra
ig
h
t
c
h
a
in

P
(e
x
c
lu
d
in
g

C
1
1 `

C
1
3
b
ra
n
c
h
e
d

a
n
d
stra

ig
h
t
c
h
a
in

h
o
m
o
lo
g
u
e
s)

」

に

改
め
る
。

別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）

指
定
番
号

機
種

型
式

諸
元

申
請

社
名

備
考

4
4
3
1

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｚ
Ｘ
1
4
`
３

山
積
容
量

0•
0
4
4

‚
平
積
容
量

0•
0
2
5

‚
日
立
建
機
j

超

4
4
3
2

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ャ
ー

Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
8
8
2
0

舗
装
幅

９
N

マ
シ
ン
ケ
ア
テ
ッ
ク
j

低

4
4
3
3

発
動
発
電
機

Ｄ
Ｇ
Ｍ
2
5
0Ｍ
Ｋ

定
格
容
量

2
5

Ｋ
Ｖ
Ａ

新
ダ
イ
ワ
工
業
j

超

4
4
3
4

空
気
圧
縮
機

Ｐ
Ｄ
Ｓ
2
6
5Ｓ
Ｄ
`
４
Ｂ
２

吐
出
容
量

7•
5

‚
／

m
吐
出
圧
力

0•
6
9

M
p
a
北
越
工
業
j

超

4
4
3
5

空
気
圧
縮
機

Ｐ
Ｄ
Ｓ
2
6
5Ｓ
Ｄ
`
５
Ｂ
２

吐
出
容
量

7•
5

‚
／

m
吐
出
圧
力

0•
6
9

M
p
a
北
越
工
業
j

超

4
4
3
6

発
動
発
電
機

Ｐ
Ｇ
Ｗ
1
5
0Ｓ
Ｃ
Ｌ
`
Ａ
１

定
格
容
量

2•
5

Ｋ
Ｖ
Ａ

北
越
工
業
j

超

4
4
3
7

発
動
発
電
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
6
0Ｓ
`
７
Ｂ
１

定
格
容
量

6
0

Ｋ
Ｖ
Ａ

北
越
工
業
j

超

4
4
3
8

発
動
発
電
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
2
2
0Ｓ
`
３
Ａ
６

定
格
容
量

2
2
0

Ｋ
Ｖ
Ａ

北
越
工
業
j

超

4
4
3
9

発
動
発
電
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
2
2
0Ｓ
`
７
Ａ
６

定
格
容
量

2
2
0

Ｋ
Ｖ
Ａ

北
越
工
業
j

超

4
4
4
0

発
動
発
電
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
3
0
0Ｓ
`
３
Ａ
６

定
格
容
量

3
0
0

Ｋ
Ｖ
Ａ

北
越
工
業
j

低

4
4
4
1

発
動
発
電
機

Ｅ
Ｕ
９
ｉ
Ｇ
Ｂ

定
格
容
量

0•
9

Ｋ
Ｖ
Ａ

本
田
技
研
工
業
j

超

4
4
4
2

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｐ
Ｃ
0
5
`
１
Ａ

山
積
容
量

0•
0
1
1

‚
平
積
容
量

0•
0
0
8

‚
コ
マ
ツ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
j

超

4
4
4
3

空
気
圧
縮
機

Ｅ
Ｃ
3
5Ｓ
Ｓ
Ｂ
`
８

吐
出
容
量

3•
7

‚
／

m
in

吐
出
圧
力

0•
7

M
p
a

j
小
松
製
作
所

超
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船
舶
の
排
水
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

船
舶
の
排
水
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
年
運
輸
省
告
示
第
三
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
貨
物
船
」
の
下
に「（
旅
客
船
及
び
船
舶
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
運
輸
省
令

第
四
十
一
号
）
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
船
舶
以
外
の
船
舶
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
に
適
合
す
る
排
水
設
備
」
を
削
り
、「
排
水
設
備
」
を
「
排
水
装
置
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
項
」を「
前

号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
水
密
区
域
」
を
「
水
密
区
画
室
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

排
水
装
置
の
詰
ま
り
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
（
次
項
に
お
い
て
「
現
存
船
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
の
排
水
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
船
舶

に
つ
い
て
施
行
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
又
は
中
間
検
査
の
時
期
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
船
舶
に
よ
り
運
送
さ
れ
、
又
は
船
舶
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
危
険
物
の
運
送
又
は
貯
蔵

に
つ
い
て
は
、
当
該
運
送
又
は
貯
蔵
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
六
十
号

危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
（
昭
和
五
十
四
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
１
９
１
３
の
項
、
１
９
５
１
の
項
、
１
９
６
３
の
項
、
１
９
７
０
の
項
、
２
１
８
７
の
項
、
２
２
０
１

の
項
及
び
２
５
９
１
の
項
の
積
載
方
法
の
欄
中
「
Ｂ
」
を
「
Ｄ
」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
六
十
一
号

平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
千
百
八
十
八
号
に
お
け
る
別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）
に
、
本
告
示
に
掲
げ
る
別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）
の
建
設
機
械
を
追
加
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

šŸ
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